
（別紙３）

〜 2026年 3⽉ 10⽇

（対象者数） 13 （回答者数） 11

〜 2026年 2⽉ 20⽇

（対象者数） 10 （回答者数） 10

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
イベントの活動内容にバリエーションをもたせ、今まで参
加されなかった親御様にも参加していただけるように考え
ていく。

2

今後、⾔語聴覚⼠や作業療法⼠等の、療育により密接な資
格を持つ職員の採⽤も積極的に⾏う。また、それぞれの専
⾨的知識や経験を職員全員で共有し、全員の専⾨性を⼀緒
に底上げしていく。

3
市町村の役場や相談⽀援事業所など、関係機関との連携を
強め、さらに親御様にとって望ましい結果が出せるように
していく。

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1
もうすぐオープンから１年が経ち社内体制もかなり整って
きたため、親御様が迷われた部分は⼝頭や紙などの⼿段に
よってわかりやすく伝えていく

2 今後、保護者から地域との交流も⾏なってほしいという要
望が出てきた場合には、検討していく

3 ３⽉に事業所移転により、今より約５倍の広さの療育ス
ペースが確保できるようになった

地域の他の事業所や⼈々など、外と交流する機会がない

２単位事業所としては、少し⼿狭だった（改善済み）

保護者からの要望が特にないこと、また、初めての⽅々との交流が
児童にとって必ずしもいい影響ばかりではないことも鑑み、慎重に
なっていた。また、事業所⾃体も地域における新参者のため、まず
は事業所として地域住⺠に認知されるところからがスタートだと考
えている

⾯積基準は満たしていたためルール上は問題はなかったが、放課後
等デイサービスの⾼学年の⼦が増えてきたこと、契約者も増えてき
たことから⼤きく体を動かすことはできないという意味で狭さが
あった

専⾨的知識や経験豊富な職員が⽀援にあたっている

保育⼠経験の⻑い職員、教員経験の⻑い職員の両⽅を配置し、保育
の⾯からも勉強や教育の⾯からも専⾨的な⽀援が⾏えている。ま
た、⼼理系の資格をもつ職員、調理師や⾷育等、職に関わる資格を
持つ職員もおり、それぞれが明確な専⾨性をもって⽀援している。

何か相談した時の対応が早い

いただいたご相談や苦情はその⽇のうちに対応することを徹底して
いる。必要があればその⽇にご家庭まで伺い、説明したりご相談に
のったりすることを⼼がけている。その⽇のうちに対応ができない
ものはその旨を親御様に伝えて時間をいただき、関係機関各所と連
携して、後⽇親御様に連絡する。親御様を不安にさせないよう、安
⼼して通っていただけるように、⽇々迅速な対応を⼼がけている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

2025年6⽉に新規オープンしたばかりのため、社内体制やルールが
変わること、まだルール決めができていない部分があり、うまく保
護者様に周知してこられなかった

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

⽉１回の家族参加イベントの⽇が設けられていることにより、事業
所に対する理解ができる。⾃⾝の⼦どもがどのように過ごしている
かも⾒ることができ、安⼼できる

事業所にどのような職員がいるか、どのような⾷べ物が提供されて
いるか、お⼦様がどのように過ごしているかなどがわかることでご
家族は安⼼できると考えるため、毎⽉の家族⽀援の⽇を⽤意してい
る。（冬の時期はお休み）その際に、お⼦様の事業所での様⼦を伝
えご家庭での様⼦も伺い、情報共有している。また、親御様のお悩
みもヒアリングして、相談にものっている。

⼀部の親御様がまだアーヤ本巣の体制や仕組みを理解できていない
部分がある

○従業者評価実施期間 2026年 2⽉ 10⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ 2025年 3⽉ 18⽇

○事業所名 アーヤ本巣

○保護者評価実施期間 2026年 2⽉ 1⽇

○保護者評価有効回答数

事業所における⾃⼰評価総括表公表 事業所における⾃⼰評価総括表公表



（別紙４）

アーヤ本巣
公表⽇ 2026年3⽉20⽇

保護者数 13⼈（2026/2/1時点） 回収数 11

チェック項⽬ はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない ご意⾒

1 こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思いますか。 ６ １ ２ ２
体を動かす場所があまりないと感じる
利⽤⼈数が多いときは狭く感じる

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 ８ １ ２

3
⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。ま
た、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適
切になされていると思いますか。

6 ２ ３

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こども
達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

７ ２ ２ きれいで清潔感がある

5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性のある⽀援が受けられて
いると思いますか。 

6 ２ ３

6
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀援内容と合っていると思
いますか 。

６ １ ４

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された上
で、児童発達⽀援計画（個別⽀援計画）が作成されていると思いますか。

９ １ １

8

児童発達⽀援計画には、児童発達⽀援ガイドラインの「児童発達⽀援の提供すべき⽀
援」の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援 」で⽰す⽀援内容からこどもの⽀援に
必要な項⽬が適切に選択され、その上で、具体的な⽀援内容が設定されていると思いま
すか。

７ １ ３
普段の様⼦をもう少し教えてほしい
家でのサポートにもアドバイスもらえるとありがたい

9 児童発達⽀援計画に沿った⽀援が⾏われていると思いますか。 ８ １ ２

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されていると思いますか。 １１

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと活動する機会
がありますか。

5 １ ５

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な説明
がありましたか。

１１

13 「児童発達⽀援計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明がなされましたか。 １１

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家族等
も参加できる研修会や情報提供の機会等が⾏われていますか。

6 １ ４ ⼦どもとの関わり⽅など講義があるといいかもしれない

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共通理
解ができていると思いますか。

7 ３ １

16 定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていますか。 5 ２ ４ モニタリングで児童の様⼦を聞けて良かった

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。 ９ １ １

18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者同⼠の交流の機会が設け
られるなど、家族への⽀援がされているか。また、きょうだい向けのイベントの開催等
により、きょうだい同⼠の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの⽀援がされて
いますか。

8 ３
⼦どもの様⼦も⾒られて、職員さんたちも⼀⽣懸命丁寧に接し
てくださる姿が⾒られて安⼼した

19
こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備されているとともに、こ
どもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相談や申⼊れ
をした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

１０ １

20 こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思いますか。 １０ １
送迎時に、いつも丁寧に様⼦を教えてくれる。⼩さなことでも
きちんと伝えてくれる。

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報や業
務に関する⾃⼰評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

7 １ ３

22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。 ９ １ １

23
事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対
応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発⽣を想定し
た訓練が実施されていますか。

７ ４

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が⾏われて
いますか。

4 ７ ⼦どもが「今⽇避難訓練やったよ」と教えてくれます

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確保が
⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われていると思いますか 。

１０ １

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発⽣した
際の状況等について説明がされていると思いますか。

８ 1 ２

27 こどもは安⼼感をもって通所していますか 。 １０ １

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 ８ 2 １
いつも帰ってくるとその⽇あったことを楽しそうに話してくれ
る
少し飽きている気がする

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。 ９ 1 １
送迎場所や時間についてかなり融通をきかせてもらっていて感
謝しています
⼟⽇祝は朝８時から利⽤できるのがありがたい

⾮
常
時
等
の
対
応

防災対策のマニュアル等は⽞関⼊ってすぐ⼿に取
れる場所に掲⽰している

満
⾜
度

事業所名

ご意⾒を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

令和６年３⽉に事業所を移転しこれまでの約７倍
の広さを確保

適
切
な
⽀
援
の
提
供

保
護
者
へ
の
説
明
等

⽇頃の共有が間に合わない部分は電話で対応して
いく。家でのお困りごともヒアリングし、サポー
トできる体制を作っていく

⽉１の家族⽀援の⽇に講義を⾏うこと、その頻度
も検討していく

保護者等からの事業所評価の集計結果公表


